
 

 

 

 

 

 

 

  

三和ホールディングス株式会社  

2024 年 3 月期 決算説明会 

 

2024 年 5 月 14 日 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

1 
 

イベント概要 

 

[企業名]  三和ホールディングス株式会社  

 

[企業 ID]  5929 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2024 年 3 月期 決算説明会 

 

[決算期]  2024 年度 通期 

 

[日程]   2024 年 5 月 14 日  

 

[ページ数]  34 

  

[時間]   10:00 – 11:02 

（合計：62 分、登壇：46 分、質疑応答：16 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  3 名 

代表取締役社長 執行役員社長  髙山 靖司（以下、髙山） 

取締役専務執行役員 経営企画部門担当 山崎 弘之（以下、山崎） 
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執行役員 経営企画部門 コーポレートコミュニケーション部長   

新子 雅之（以下、新子） 

 

[アナリスト名]* 大和証券     寺岡 秀明 

SMBC 日興証券    川嶋 宏樹 

モルガン・スタンレーMUFG  八木 亮 

野村證券     濱川 友吾 

みずほ証券     中川 義裕 

 

*質疑応答の中で発言をしたアナリスト、または質問が代読されたアナリストの中で、

SCRIPTS Asia が特定出来たものに限る 
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登壇 

 

新子：皆様、おはようございます。開始時間になりましたので、これより三和ホールディングス株

式会社 2024 年 3 月期決算説明会を開催させていただきます。本日はご多用のところ、弊社説明会

にご出席いただきましてありがとうございます。本日の進行役はコーポレートコミュニケーション

部の新子でございます。よろしくお願いいたします。それでは、本日の説明者を紹介させていただ

きます。弊社代表取締役社長髙山でございます。 

髙山：よろしくお願いします。 

新子：弊社取締役専務執行役員経営企画部門担当山崎でございます。 

山崎：よろしくお願いします。 

新子：以上、2 名が説明させていただきますのでよろしくお願いいたします。本日の予定は、この

あとすぐ社長の髙山より、画面に連動しておりますプレゼン資料に沿って説明させていただきま

す。そのあとに質疑応答の時間となります。終了の時刻は 11 時を予定しております。なお、ご質

問はテキストにて受け付けておりますので、画面左下のご意見ご質問よりお送りください。これは

プレゼン中でもご送信いただけます。 

それではお待たせしました。髙山社長よろしくお願いいたします。 
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髙山：それではただ今から説明をさせていただきます。資料に沿って説明をさせていただきますの

で、どうぞよろしくお願いします。まず本日ご説明させていただく内容は 2 ページ目次に記載のと

おりであります。また、右側にありますとおり、私ども三和グループは現在中期経営計画 2024、

これが 22 年から始まる 3 ヶ年の計画ですが、これのいよいよ 24 年は最終年度ということになっ

ております。25 年からは、また新たな中計をということでありますが、その 2024 を締めくくる

24 年度がスタートしておるという段階でございます。 
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それでは 4 ページこちらをご覧ください。決算発表のポイントということでありまして、本日のサ

マリーであります。まず一点目、23 年度の実績ですが、これは売上各利益ともに過去最高を更新

することができました。売上で 6,111 億円、営業利益で 653.6 億円ということで、営業利益率は

10.7%であります。連結で営業利益率 10%を超えるというのは、我々がずっと長くターゲットにし

てきた数字でありまして、これをようやく超えることができたということであります。 

そして 24 年度こちらについては、残念ながら増収ではあるものの減益予想とさせていただいてお

ります。売上が 6,250 億円、営業利益が 625 億円であります。この営業利益率の 10%、2 桁、これ

は確保を引き続きしたいと考えております。 

それから 3 点目、配当につきまして、23 年度非常に好決算であったということを受けまして、期

末配当 20 円増配しまして、78 円とさせていただく予定であります。また 24 年度の配当の予想で

ありますが、こちらは 23 年と同様 78 円という予想を出させていただきました。 

それからポイントの 4 点目でありますが、株主還元としまして、50 億円の自社株取得を今般発表

しております。23 年下期に引き続いての自社株取得ということであります。このように総じて非
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常に良い決算をすることができました。これもひとえにステークホルダーの皆様のご理解、ご協力

のおかげだと思っております。 

また、今日の私ども三和グループがこうしてあるのも、改めて私どもの先輩方が過去を築いてきた

努力が、今日に繋がって、今の結果に結びついている。このように思うとともに、変えるべきとこ

ろは変えていきながら、引き続き、未来に向かって進んでまいりたい、このように考えておる次第

であります。 

 

それでは具体的にもう少し見てまいりたいと思います。まず 23 年度の実績でありますがこの 6 ペ

ージこちらの資料をご覧ください。売上、利益ともに予想前年を上回り、過去最高を更新すること

ができました。 

まず売上ですが、6,111 億円であります。前年からは 229 億円増えておるのですけれども、実はこ

れ為替の影響が 252 億円ありまして、それを除くと全体では売上は減っているという状況であり

ます。上の右側にあります為替レートをご覧ください。22 年の数字に対して 23 年、ご承知のとお

り大きく円安に振れております関係でこの為替の影響が大きくなっております。 
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セクター別では特に欧米でこちらの数量減というのが大きかったということであります。日本、そ

れからアジアにおいては、増収を確保しておりますが、欧米の数量減が大きかったということであ

ります。 

一方営業利益ですが、653 億円ということでありまして重ねて申しますけれども連結で 10%を超え

る営業利益率を実現することができました。 

営業利益については左下のグラフですね、こちらに前年からの増減の要因分析させていただいてお

ります。為替の影響がプラス 26 億円あるわけですけれども、それ以外に大きいのがこの販売価格

75.9 億円、この販売価格が一番この増益に貢献したということであります。これは主に日本とヨ

ーロッパでして、アメリカにおいては、23 年度は、販売価格は年間を通しまして下落に転じてお

りますけれども、日本と欧州の販売価格転嫁が進んで大きな増益要因となっておるということであ

ります。 

一方、コストダウンで 50 億円以上の増益の要因となっております。コストについてはもう世界的

にインフレということでいろいろなコストが上がっておるわけですけれども、そういった中で特

に、アメリカでのコストダウン、これが非常に大きく貢献しまして、連結でも 50 億円のプラスの

効果になっております。 

当期純利益については、432 億円ということでありまして特損があったのですけども特益でもあり

まして、純額ではマイナスの 26 億円ということでありました。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

8 
 

 

続いてこのセクター別に見てまいります。まず日本ですが、売上は 5%増であります。日本は引き

続き市場は堅調でありまして特に上期には大型の再開発案件が完工したということ、それから工場

が堅調であるということで増収を確保しております。また利益についても、前年からある程度しっ

かりと伸ばすことができました。材料ですとかコストは上がっておるのですけれども、販売価格へ

の転嫁が非常にうまくいっているということで大幅増益ということであります。 

一方、アメリカ ODC でありますが、為替の影響を除くと、現地通貨では、この上の青い文字にあ

りますとおり、売上は 6.1%の減収であります。金利の高止まり等々を受けまして、住宅市場が非

常に苦戦をしておるということであり、その影響を受けておるというところであります。 

販売価格の方もこれまでずっと値上げができておったのですけども、23 年度からは若干の下落、

値下がりに年間を通じて転じておりまして、これも影響しておるというところであります。利益の

方が、345 億円ということでありまして、為替の影響を除いても、2 桁の伸びということで非常に

良い結果で終わることができました。 
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販売価格が下落してはおるのですけれども、その下落の幅を抑制することができました。最低限に

これを食いとめまして、合わせてコスト削減の効果が大きく大幅増益になったということでありま

す。 

続いて欧州です。欧州は非常に厳しい経営環境が続いております。そういったことで、現地通貨ベ

ースで 4.4%売上が減っております。為替影響で、円では増えておるのですけれども、現地通貨ユ

ーロでは減収であります。利益の方も、値上げ等々を行っておるのですけれども、それ以上にコス

トアップが大きく、利益も減益ということになっております。引き続き厳しい状況がまだ続くのか

なというところであります。 

続いてアジアです。アジアは売上も利益も、非常に 23 年度は小さいのですけれども、良い結果と

なりました。特に新規連結効果があったということ、それから香港、あるいは台湾こういったとこ

ろのビジネスが堅調であったということが理由であります。 

 

23 年度は以上のような状況でして、続いて 24 年度の予想についてご説明をさせていただきます。

冒頭もお話ししましたとおり減益となりますが、営業利益率は 2 桁 10%という予想であります。

為替の予想の前提を先にご確認ください。１ドル 142 円、１ユーロ 152 円ということで現在の水
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準からすると円高の予想でありますが、ほぼ前年と同水準での想定ということで置かせていただい

ております。 

まず売上なのですけれども 6,250 億円は前年から 2.3%の増加であります。全セクターとも売上は

増やすというところであります。ただ、セクターによってまちまちでありまして、日本について

は、ある程度数量増と販売価格の転嫁が引き続き見込めるだろうということであります。一方アメ

リカでは、市場は回復するものの、販売価格の下落が効いて結果微増収という予想です。欧州は引

き続き厳しいながら、何とか増収を確保したいという状況であります。 

一方営業利益ですが、営業利益は 625 億円で前年からは 28.6 億円減る予想となっております。左

側の下のグラフをご覧いただきたいのですけれども、まず数量要因では 77.3 億円で、ボリューム

が増えることで営業利益は大きく増える要因となっております。 

日本において引き続き数量増が見込めることと、あとはアメリカの市場の好転が貢献しまして数量

増を見ております。一方販売価格がマイナスの 45.6 億円ということでこれが減益要因となりま

す。 

日本、それからヨーロッパでは引き続き販売価格はアップの方向ではあるのですけれども、アメリ

カでの販売価格の下落のインパクトが大きく、連結ではマイナス 45.6 億円であります。原材料は

やはり鉄以外の、いろんな材料が世界的に上がっているということで、ややマイナス要因です。 

それからコストであります。コストについては 44 億円の減益要因となっております。アメリカの

コストダウンは引き続き非常に大きなコストダウンに取り組んでおるのですけれども、それでもカ

バーできないほど、日本、あるいはヨーロッパでのコストアップが大きいということであります。 
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続いてセクター別に見てまいりたいと思います。まず日本ですが、売上高は前年からプラス 4.9%

です。引き続き工場ですとか倉庫等々が高水準に出てくるということがあり数量増、それから販売

価格、ここをさらにこれまで以上にしっかりやっていくことで増収を見込んでおります。 

それから営業利益につきましては 284 億円で、前年からは若干 7 億円のプラスと見ております。

日本においては、いわゆる 24 年問題と言われる物流、あるいは建設業の問題、この影響でややコ

ストアップを見ております。これに対して、販売価格の転嫁、それから適正なコスト管理、納期管

理等に取り組みますけれども、この影響がちょっと大きいかなと見ておりまして利益の増加幅がや

や物足りないかなというところです。この辺は非常に不透明なところであるのかなと見ておりま

す。 

それからアメリカです。アメリカは現地通貨ベースで売上は 1.8%のプラスです。住宅市場が 23 年

の後半から緩やかに回復傾向にありまして、24 年は年間を通じてプラスになるだろうと思ってお

ります。 
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それから非住宅、こちらについても引き続き堅調であろうということで市場の回復が期待できると

いうこと、さらに販売施策の強化を引き続き行うことでシェアを獲得し、増収を確保したいと考え

ております。 

販売価格がアメリカの影響が約 7%程度あると見ておりますので、それを考慮しますと、数量ベー

スでの増加は 9%程度となります。一方営業利益の方が 305 億円でありまして現地通貨ベースで

も、前年からは 2 桁の減益となってしまいます。 

引き続きコスト削減には努めますし、ボリュームも回復するのですけれども、それ以上に販売価格

の下落の影響が大きいということで残念ながらこのような予想となっております。何とか、販売価

格の下落を最小限に食い止めてまいりたいとは考えております。 

欧州は何とか現地通貨ベースで、売上を増やそうということで予想を立てております。市場の反転

自体はまだ時間がかかるかなというところでして、24 年度中に底を打つかどうかというような状

況であります。各種販売施策を展開することで、何とか売上は増加に転じていきたいと考えており

ます。ただし、利益の方は、引き続きコストアップが大きく、前年からはやや利益が減ってしまう

という予想であります。 

それからアジアですが、アジアはトップラインの方は 9.1%増えるという予想なのですけれども、

利益の方は前年からは減るということであります。 

前年非常に好採算の物件が売り上がったということがありまして、その反動もあって、今期、利益

は 4 億円ということで減る予想となっております。以上が 24 年の予想です。 
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続いて、アメリカの事業の近況とポイントということで、ここ数年のアメリカの事業の状況につい

て業績ですとか、あるいは環境についてまとめさせていただいております。非常にアメリカのビジ

ネスが堅調ではあるのですけれども、ここ数年、急激に、いろんな要素が大きく変化しておりまし

て、非常に予想がしにくいという状況にあります。そういうこともありまして、皆様のご理解にお

役立てになればと、このような説明のスライドを設けております。 

23 年度の売上は円ベースで 2,199 億円ということで、いわゆるコロナ前の 2019 年からは円ベース

では 2 倍に増加しております。現地通貨ベースでも 1.4 倍ということで増えております。そして営

業利益の方が 2019 年は 90 億円それから 77 億円、83 億円だったのが 2022 年、23 年と 3 倍 4 倍

という水準に大きく増えておりまして、営業利益率も、23 年は 15.7%、非常に良い高い営業利益

率となっております。24 年についても 13.6%ということで減益ではありますが、引き続き高い利

益率を予想しております。この辺がどういった背景でなっているかと説明したものであります。 

為替の水準を書いております。これはご覧いただければ円ベースの金額というのはこの為替の変化

でもって見ていただければと思います。特に現地通貨での業績の変動について数量、売価、コス

ト、コストは原材料も含めということでありますが、この 3 点からこの直近に至るまでの状況をご

説明させていただいております。 
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数量は、いわゆるコロナで 20 年度頭大きく急激にへこんだのですけれども、アメリカはコロナか

らの回復がいち早く済みまして 20 年後半からは非常に住宅市場を中心に需要が回復いたしまし

た。これが 21 年から 22 年まで続いたというところであります。 

その後 22 年に入りますと、市場が低迷して 23 年は非常に大きな数量減となったということであ

ります。そこから 24 年は回復に向かうだろうというところであります。ただこの需要の回復と、

当社の売上のピッチがやや合っていないところがありました。 

これは何かと言いますと 21 年、22 年ここで、サプライチェーンの混乱という問題が起きました。

需要に対して出荷が間に合わないという状況が起き、このように当社の売上がその需要の回復に遅

れるということになりました。 

続いて売価でありますが、売価は原材料価格の急上昇を受けまして 21 年から販売価格について

も、上昇、うまくそこを転嫁することができました。そして 22 年の第 3 クォーターが価格のピー

クでありまして、22 年第 4 クォーターからは下落に転じております。 

継続して 23 年は下落したわけですけれども、22 年と 23 年の年間平均で見ますとほぼ同等あるい

は若干のマイナスにとどまったという状況であります。これが 24 年も引き続き緩やかな下落を続

けると見ておりまして、この 23 年から 24 年にかけて年間で見るとどれぐらい落ちるのだという

のが先ほどお話しした 7%という水準であります。 

一方コストの方は、2020 年にまず原材料価格、鋼材が非常に急激に大きく上がりました。上のコ

ストの黄色い線のグラフが原材料価格なのですけれども大きく値上がりをいたしました。その後

22 年を天井に材料価格はある程度落ち着いてくるのですけれども、サプライチェーンの混乱等々

も背景に、物流費、あるいは鉄以外の様々な材料のコストアップあるいは人件費のアップ、こうい

った様々なコストが上昇傾向にあります。このトレンドは引き続き続いておるというところであり

ます。 

しかしながらわれわれの ODC においては、21 年、22 年とずいぶんこのサプライチェーンが混乱

してコストも増えたという中で 23 年はその混乱が正常化するということを背景に大きくコストダ

ウンが進んでおります。もちろんわれわれ自体のコストダウンというのも、並行的に進めておりま

して、それが両方効いて、23 年は大きな増益要因になったということであります。 

ある程度、もうこのサプライチェーンの混乱は収束しておるわけですけれども、引き続き 24 年も

コストダウンに取り組んでまいりたいと考えておりまして、継続的にアメリカのビジネスで 2 桁を
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確保することが、連結でも営業利益 2 桁を確保することに直結すると考えております。アメリカの

近年の状況については、このような状況であります。以上が業績関係のご説明となります。 

 

ここからは施策の説明を簡潔に進めてまいります。まず 13 ページをご覧ください。中計で掲げま

した基本戦略の①日米欧のコア事業の強化、領域拡大であります。 

これについては、マーケットは国によって様々ですが、基本的には堅調に推移をしております。た

だ日本においては、堅調ではあるのですけども、今年はこの 2024 年問題というものを注視しなけ

ればいけないところであります。またアメリカでは、マーケットの回復をしっかりと捉えて、シェ

アを拡大していくことで考えております。 

それから 2 番目のサービス事業です。こちらも総じてうまくいっておるのですけれども、23 年度

では 799 億円ということで、グループ全体で 13%の売上の構成を占めるまで至っております。日

本は当然注力しておるのですが、ヨーロッパでは環境が厳しいのですけれども、サービス事業の事

業体制の再構築等々を行ってこれが非常にうまくいっておりまして、実は 22 年、23 年とヨーロッ

パのサービス事業は環境が厳しい中で 2 桁以上の伸びを示しておりまして、厳しい中でもこういっ

たやるべきことをしっかりやっていくことが重要かと考えております。 
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それから M&A 等を活用した事業強化と領域の拡大ということであります。23 年度は M&A はござ

いませんでしたが、国内、アメリカ等々で、新しい事業領域、あるいは従来と違う商品をオーガニ

ックに展開しております。 

国内のファサード事業、エントランス事業の拡大、あるいはアメリカでの非住宅向けドック製品、

あるいは住宅向けゲート開閉機こういったものを従来の商品に加えて、売っていこうと考えており

ます。 

 

続いて基本戦略②アジア事業の強化であります。アジアは中計では一番上の表にありますとおり、

売上 160 億円、営業利益 8 億円というターゲットだったのですけれども、残念ながら、売上はそ

こそこですが、利益はその半分という状況でしてまだまだではあります。しかしながら、何とか安

定的に黒字が出る体制にはなりつつあるのかなというところであります。 

特にアジアではこの中国の景気が一つ大きな懸念材料となっておるのですが、2 番目の真ん中にあ

りますとおり、華東事業、シャッタービジネス等々は、全体として市場が厳しいのですけれども、

工場市場等々良い部分に非常にターゲットを絞って受注をしっかりと取っております。ドアの方も

新工場を建てて一生懸命販売しております。 
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そこまで言われているほど、当社の中国のビジネスは悪い影響は受けていないというところであり

ます。ただまだまだベースが弱いので、マーケット云々ではなくしっかりと伸ばしていきたい、こ

のように考えております。 

 

それから 3 点目であります。防災・環境対応製品の拡充と製品・サービスのスマート化とでありま

す。ここについては、順次、日本、アメリカ、ヨーロッパでいろいろなこういったテーマに沿った

新商品を発売しております。特に日本では気候変動を緩和する商品ということで、Re-carbo シリ

ーズ商品、あるいは提案営業というものが徐々に根付いてきている、受け入れられてきていると感

じておるところであります。 

また 2 番にありますとおり、製品・サービスのスマート化というところですが、従来は、日本、ア

メリカ、ヨーロッパとも、どちらかというと家庭向けスマートホームと呼ばれるものへどうコネク

トするかというところが主な取り組みでした。一番下にあるような、リモート監視機能であると

か、こういった対応の製品サービスを国によってまちまちなのですが、こういった製品について

も、徐々に展開が始まりつつあります。こういったところを今後伸ばしていきたいと考えておりま

す。 
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続いて、基本戦略④、デジタル化とものづくり革新というところであります。しっかりと稼いだキ

ャッシュを投資に振り分けていこうということで、積極的な投資、IT、そして生産設備への投資を

継続しております。 

23 年度は数字で見ますとご覧のとおり、IT で 24 億円、設備で 110 億円、計 134 億円という投資

の実績であります。24 年は 185 億円ということであります。なかなか計画したとおりには、進ま

ないところもあります。計画に対してやや実績というのは、劣るわけなのですけれどもそれでもし

っかりと前向きにやっていこうという考えでおります。 

3 カ年累計では 460 億円という予想を立てておったのですけれども、現在のところはこれが 419

億円ということで、やや届かないですがしっかり投資が進んでいるということであります。 

右下の写真は、メキシコの新工場です。これがアメリカの自動ドア事業のところでの工場として新

たに稼働を始めております。 
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引き続いて基本戦略⑤であります。サステナビリティ経営の推進ということでありましてものづく

りについては、防災、環境、こういった切り口で新たな商品をいろいろ出しているというところ

で、先ほど触れたとおりです。 

2 点目の環境という中では、23 年度は環境データの開示をグローバルに展開しようということで

連結に拡大し、あるいは Scope3 の情報を算定、そして開示等々を行っております。また世界中で

太陽光発電等々の導入を進めております。またその下の人のところにつきましても、23 年度は人

権デュー・デリジェンスの実施を前倒しで着手することができておりまして、こういったところに

も徐々に進んできております。 
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ここでちょっと資料が飛んでしまうのですが、31 ページ最後のページをお願いいたします。外部

評価ということで参考資料を最後に載せております。私どものいろんな ESG の取り組み、こうい

ったものをある程度ご評価いただいておりまして今般 CDP で A マイナスの評価を取得し、あるい

は MSCI の評価で AA 指数への採用ということで、評価されております。 

また、IR につきましても引き続き積極的にわかりやすくやっていこうということで、そういった

部分も、ある程度一定のご評価をいただいておるのかなと考えております。引き続きこういったと

ころに力を入れていきたい、このように考えております。 
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それでは戻っていただきまして、最後に財務について触れたいと思います。19 ページでございま

す。財務につきましては、資本コストや株価を意識した経営の取り組みということで当社は従来こ

ういったところに対しては意識してやってきたつもりでおります。改めてこういったところをしっ

かりやっていく必要があるだろうとこのように考えております。 

具体的には、資本効率の改善、そして 2 点目としてキャッシュアロケーションと株主還元、この二

つの柱でもってこういった経営を行っていきたいと考えております。 

数値がいろいろありますけれども、おおむね順調であります。この中計期間、特に 23 年が良かっ

たわけですけれども、SVA それから ROIC は高い水準を維持して資本効率の改善が進んでおりま

す。ROE も株主資本コストを大きく上回る水準で推移をしておりますし、PBR こちらについても

2.2 倍いうことでありまして、何とか平均以上にはできているのではないかと思っております。 
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この大きな二つを一つずつ見てまいりたいと思うのですが、20 ページをご覧ください。まず資本

効率の改善であります。 

私どもは SVA という指標を、2001 年から導入しておりまして、継続的に資本効率の改善に注力し

ております。SVA を改善するためには、ご覧のとおり、ROIC の改善が SVA の改善に繋がりま

す。その ROIC の改善を各要素に分解し、それぞれに対して、これが現場レベルで取り組めるよう

な、具体的なアクション例を展開しております。 

またそれを評価にも繋げており、全社の改善が進んでおるのではないかと考えております。売掛

金、前受金の早期の回収ですとか、あるいは在庫の適正な管理ですとかもちろん収益性の向上、こ

ういったものにしっかりと継続して努めてまいりたいと考えております。 
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続いて柱の二つ目、キャッシュアロケーションと株主還元であります。持続的な成長のためにしっ

かりと、キャッシュを投資に回そうということ、一方でバランスよく株主還元にも配分して企業価

値の向上を図ってまいるという方針であります。 

また株主還元については、配当性向 40%、１株当たり純利益の 40%を目安に、安定的にやってい

こう、そして機動的な自社株買いを行ってまいろうという方針、ポリシーでもって進めておりま

す。22 年から 24 年、これが 3 年累計の数字なのですけれども、左下グラフにありますとおり、

1,200 億円のお金をどう使うかということで、M&A で 200 億円、設備投資で 460 億円、株主還元

で 540 億円そのような計画を立てております。 

2 年終わって 3 年目の予想を立てた段階でどのような状況か、進捗かというのがこの 1,189 億円と

いうところにあるのですけれども M&A はとりあえず 200 億円ということで置かせていただいてお

ります。22 年、23 年と 2 年間で 17 億円しかできていないのですけれども、24 年とりあえずこの

200 億円というものを一つターゲットとして M&A については考えております。 

設備投資は 460 億円に対して 419 億円ということでこれは先ほど触れたとおりであります。一方

株主還元が 540 億円に対して現在のところの予想で 570 億円ということで、540 億円を上回る水
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準になっております。株主還元については具体的に右側に書いてありますが、配当方針は配当性向

40%、自社株買いは投資を優先しつつも、手元資金を考慮して機動的に実施をしようということ

で、右側に書いてあるとおりであります。 

実績としましては、年間配当が 23 年度 78 円、24 年度も 78 円予想でありまして、ある程度配当

性向に沿った配当をしていこうということでおります。配当は 3 年累計で見ますと、株主還元 570

億円、配当 3 年累計で 470 億円、自社株買いが今回の 50 億円を追加して 100 億円ということで、

計 570 億円の株主還元という予想であります。 

配当については当然利益に応じてプラマイがあるかもしれません。前年からは割らないあるいは予

想は何とか守りたいというような安定配当というのはもちろん考慮しております。自社株買いにつ

きましてはキャッシュの状況を見ていきながらということであります。一つはキャッシュが予想以

上に利益の上振れによって入ってきているということ、また使う方も、予想よりは使えていないと

ころも踏まえて今後もそういった状況を鑑みながら、機動的な自社株取得も継続して検討していき

たいと考えております。 
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22 ページ、最後、BS それからキャッシュフローそれから特別損失、ご覧のとおりであります。特

別損失については 23 年度を 73 億円ということでちょっと大きかったのですけれどもその分特益

が別途ありまして、ネットではマイナスの 26 億円ということでしたが 24 年度については、特損

はそんなに大きなものは見ておらず、10 億円程度にとどまる見込みであります。 

ここでの課題は何といってもその現金、あるいはキャッシュが増えているところをどのようにしっ

かりと有効に活用していくかというところが非常に重要だという認識を持っております。 

 

私からのご説明はほぼ以上なのですが、最後に一点だけ 30 ページ、トピックスということでちょ

っと触れさせてください。 

これはこの 1 年ぐらいの主な話題ということであります。上段には、いろいろ新商品ですね。環境

等も踏まえたものであるとか、意匠性の高いものをあるいは防災という観点でいろんな商品を日米

欧でそれぞれ出しております。 

またその下段の方には、それ以外のいろいろな情報が載っています。メキシコの工場であるとか、

あるいはこのファサード事業の会社設立、こういったものが一つ話題としてりますので、ご紹介を

させていただきます。 
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私からの説明は以上となります。ご清聴ありがとうございました。 

新子：ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

新子 [M]：それでは引き続き、質疑応答に移らせていただきます。 

ご質問は、画面左下のご意見ご質問よりお送りください。ご質問いくつかいただいているみたいで

すので、早速始めたいと思います。 

やはりアメリカのご質問ばかりいただいているので、説明の中でプレゼンの中で結構触れていただ

きましたけれども改めて少し整理してお答えいただきたいなと思っております。 

寺岡 [Q]：大和証券の寺岡さんからは、米国の住宅非住宅について、それぞれの需要動向と販売価

格の見通し。 

川嶋 [Q]：SMBC 日興証券の川嶋さんからも同じように、数量や売価、それぞれのセグメントにつ

いてのお話、数量だとか売価住宅非住宅、それとコストの今後の見通しなどこの辺いろいろご質問

をいただいております。 

新子 [Q]：モルガン・スタンレーMUFG の八木さん、野村證券の濱川さん、鉄鋼新聞の伊藤さんか

らもいただいておりますので、まとめて社長からお答えいただけますでしょうか。お願いします。 

髙山 [A]：はい。やっぱりアメリカの部分の関心が非常に高いということですね。そういうことも

あって今回この 11 ページの資料を新たに追加したのですが、改めてこの 11 ページの資料を出し

ていただけますか。 
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先ほども一部触れましたが、まず販売価格の方から確認させていただくと、販売価格は真ん中のオ

レンジのグラフ、22 年の第 3 クォーターから、緩やかな下落が続いておるという状況でありま

す。 

23 年から 24 年にかけては年平均で約 7%下落するというようなことで予想をしておると申し上げ

ました。当然、競合との戦いの中で、当然販売価格というのは決まってくるわけですしあるいはコ

スト面からもこれだけある程度急激に上昇した鋼材等のコストがある程度落ち着いた中で、この販

売価格という下落が緩やかに起きているというところであります。 
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一方で需要の方がどうなるかですけれども、これは 26 ページの資料をご覧いただけるとはい上段

アメリカのこれは現地通貨での売上の表であります。特にこの車両アクセスという一番大きなディ

ビジョン、いわゆるドア事業のディビジョンなのですが今回ここの数字を、住宅と非住宅というこ

とで分けて表示をさせていただいております。 

通期のところの数字をご覧いただきますと、住宅が 23 年度はマイナス 14.6%、非常に大きく落ち

たというところがご確認いただけると思います。一方非住宅の方はマイナス 1%にとどめたという

ところであります。23 年度は販売価格が住宅も非住宅も同じように落ちているとご認識いただき

たいのですけれども、23 年度は販売価格がやや横ばいから若干のマイナスというところでありま

して、そういう中でこのような数字であります。 

一方 24 年度はどのように見ているかというと住宅がマイナス 3.4%、非住宅はプラスの 0.7%とい

う予想です。これは金額ベースでして、販売価格の影響が約 7%、もうちょっとあるかもというと

ころですが、ざっくり申し上げると、住宅で、ボリュームベースでは 4%程度のプラス、非住宅で

は 8%程度のプラスを予想しておるというところであります。特に住宅の方、長らく厳しかったの

ですけれども 24 年度はこのようにボリュームベースでは増えていくという予想ができておりま

す。 

《 ODC Group 業績》 （千US$・％）

2023年度 2024年度（予想）

上期 下期 通期 上期 下期 通期

売上比 売上比 売上比 売上比 売上比 売上比

(△8.9) (△7.5) (△8.2) (△1.3) (△1.3) (△1.3)

551,749 72.4 574,150 72.2 1,125,900 72.3 544,852 71.2 566,509 69.1 1,111,361 70.1

(△16.4) (△12.8) (△14.6) (△1.5) (△5.1) (△3.4)

住宅用 267,595 35.1 288,972 36.3 556,566 35.7 263,553 34.4 274,300 33.5 537,853 33.9

(△0.6) (△1.4) (△1.0) (△1.0) (2.5) (0.7)

非住宅用 284,155 37.3 285,178 35.8 569,333 36.6 281,299 36.8 292,209 35.7 573,508 36.2

(△1.5) (△8.6) (△5.3) (6.2) (9.8) (8.0)

146,262 19.2 154,617 19.4 300,878 19.3 155,317 20.3 169,702 20.7 325,019 20.5

(25.8) (4.1) (13.7) (1.7) (24.8) (13.5)

63,899 8.4 66,828 8.4 130,727 8.4 65,002 8.5 83,399 10.2 148,401 9.4

(△5.4) (△6.9) (△6.1) (0.4) (3.0) (1.8)

売上高 761,910 100.0 795,595 100.0 1,557,505 100.0 765,171 100.0 819,610 100.0 1,584,781 100.0
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歩行者アクセス
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１．（ ）内は前年増減率を示す。
２．車両アクセスは旧ドア、エレクトロニックアクセスコントロールは旧開閉機、歩行者アクセスは旧自動ドアを示す。
３． 2023年度車両アクセス売上高の住宅用・非住宅用内訳金額を一部修正（2024年5月21日）。

１．（ ）内は前年増減率を示す。

《 NF Group 業績》 （千€・％）

2023年度 2024年度（予想）

上期 下期 通期 上期（予想） 下期（予想） 通期（予想）

売上比 売上比 売上比 売上比 売上比 売上比

(△0.7) (△1.0) (△0.9) (△0.9) (1.6) (0.4)

ヒンジドア 102,555 27.9 103,731 28.8 206,286 28.3 101,600 27.7 105,500 28.4 207,100 28.1

(△7.5) (△5.9) (△6.8) (△2.1) (5.6) (1.6)

ガレージドア 88,807 24.1 80,713 22.4 169,519 23.3 86,922 23.7 85,244 23.0 172,166 23.4

(△3.1) (△7.1) (△5.1) (0.6) (2.5) (1.6)

産業用ドア 176,687 48.0 175,648 48.8 352,335 48.4 177,803 48.5 180,029 48.6 357,832 48.5

(△3.6) (△5.1) (△4.4) (△0.5) (2.9) (1.2)

売上高 368,048 100.0 360,092 100.0 728,140 100.0 366,391 100.0 370,671 100.0 737,062 100.0
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実際のマーケット自体は、住宅も非住宅もそれぞれ 2%程度のプラスじゃないかなと思っていま

す。正直まだ本格的な回復には至らないと思うのですけれども、市場の回復 2%にシェアの獲得が

足元うまくいっているところもあってそれを上回るボリュームの増を見ておるところであります。 

そういったことで価格と数量は非常にここ数年、上下しまして読みにくいところではあるのですけ

ども今期ある程度これぐらいの水準になるのではないかなと思っておるところであります。あとは

利益面で、いかにコストダウンを継続するか、というところが一つポイントかなと考えておりま

す。アメリカの事業のビジネスの環境等々についての状況は以上となります。 

新子 [Q]：ありがとうございます。関連してみずほ証券の中川さんやセイガアセットの有沢さんか

らもご質問いただいておりますが、まとめて一点だけ追加でお願いします。米国で単価が 7%下が

るということですが、これは御社が価格を下げて数量を増やしに行く、シェアを取るという意思表

示なのか。国全体としてアメリカ全体がインフレ基調は変わっていない中で価格が下がる必然性が

ないかなと思います。業界のトップ企業としての価格戦略のご説明をお願いいたします、というこ

となのですが大体ご説明いただいたのですが、価格を下げて数量を増やしに行くという意思表示

か、少しご説明いただけますでしょうか？ 

髙山 [A]：市場成長以上の数量を取っていくということで申しておるのですけれどもこれは価格を

下げて取るという発想は、全くありません。したがいまして、シェアを取るために価格を下げると

いう発想は正直ありません｡それでも価格が下がるのは先ほど申しましたとおり競合との関係と

か、コスト等々の状況でもってある程度下がっていると、下げざるを得ないというところであるの

ですけれども、考え方としてシェアを取るために価格でという発想は正直ないですね。 

もちろん各論では、個別のお客さんごと、あるいは物件ごとに価格が重要な決定要素になること

は、それは間違いないわけですけれども、全体方針としてそのような考えというのはございませ

ん。アメリカの社会全体インフレいうのはあるのですけれどもそれはいろいろ商材によって異なっ

た動きをしてしかるべきなのかなと思います。我々の製品についても、一時期ピークで高いものは

本当に 2 倍ぐらいに短期間のうちに価格が上がっていますから、ある程度そこからやや下げるとい

うのはむしろ自然な動きなのかなと見ております。率先してわれわれが下げるという考えはござい

ません。以上です。 

新子 [Q]：ありがとうございます。国内事業についてもご質問いただいておりますので、ここでま

とめたいと思います。大和証券の寺岡さんとモルガン・スタンレーMFUG の八木さんから国内事

業の需要動向ということなのですが、工場、データセンター、再開発の需要が活発ですが向こう 3

年間中期的に御社の国内事業を牽引しそうな分野は何を想定していますか。また、短期的だと思う
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のですが国内の需要であるとか受注時採算についてのご質問も来ておりますので、これは山崎専務

あわせてお願いできますでしょうか。 

山崎 [A]：はい。それでは、ずばりのページはないのですが、13 ページを眺めながらお聞きいた

だければと思います。 

 

まず前提としての国内の建設市場の見方なのですけれども基本的には 2030 年ぐらいまで長期的に

堅調に進んでいくだろうと見ております。その上で直近のところを見ますと 2023 年度は決算のよ

うに良い年でございました。24 年もそれ以上の売上利益を予定しているのですが、おそらく 25 年

はさらに明るいのではないかという見方をしています。 

その上で需要を牽引する分野、これはご指摘のとおり再開発案件が一番大きいだろうと見ているの

ですが、それ以外に用途別に見ていきますと、まず倉庫についてはここ数年で相当伸びてきていま

す。これが引き続き底堅くありまして落ちるようなことにはならないのではないかと見ています。 

また、工場も引き続き堅調であり、データセンターの分野も大いに期待しています。 
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最後にメンテナンスサービスですけれども、これもここに記載がある、これはグローバル連結の数

字なのですが、ご覧のとおり中計目標を 2 年目ではるかに超えておりまして、24 年も大きく伸び

る。こういう分野ですので国内でも伸びていく予定をしております。 

ちょっと目線を変えますと、最新のテクノロジーを使った常時監視をするような需要も世界的に伸

びていくだろうということで国内も含めて期待しているというところでございます。 

最後に受注時の採算という観点もコストアップがいろいろ起きているのですけれども、この辺につ

いても採算性も改善できているということも申し上げておきたいと思います。私からは以上でござ

います。 

新子 [Q]：はい。もう少しだけ続けます。国内の 2024 問題っていうのはやはりポイントになって

いると思います。SMBC 日興証券の川嶋さん、鉄鋼新聞の伊藤さんから、全体的な影響とその対

策がご質問として来ておりますので、簡単にお願いできますでしょうか。山崎専務お願いします。 

山崎 [A]：はい。物流問題はやはり大きな課題であると考えておりまして、まずは自身の物流の効

率化を進めるということで、ここ数年で物流の管理システムを高度化させていっております。加え

まして物流倉庫も自社で設置をしておりまして、これらを駆使しまして積み込みの効率ルートの効

率化だとかあるいは積み込みの待ち時間の削減、この辺もかなり計画的に進めることができている

と考えています。 

実は工場内の配置ラインも物流、いわゆるトラックが入ってきて、積み込みがしやすいようなそう

いう配慮したルートにここ数年で変えてきておりますし、そういったことも効率化に繋がっている

のではないかなと。 

加えまして最後には相応な金額のコストアップも見込んだ上で 2024 年度の計画をしっかり達成す

るべく、トラックの確保をしていきたいと考えています。施工面でもこれはゼネコンの大型物件に

おきましては、われわれ以外の組下で入ってきている会社の納期が、工期が遅れるとかそういうよ

うな影響も受けるだろうということも考えております。その辺についても、計画的に対応していき

たいと思っていますし、その分コストアップもやむを得ないだろうと。ただしその分は売価に転嫁

していくと考えております。私からは以上でございます。 

新子 [M]：まだご質問いただいているのですが、セイガアセットの有沢さんですとか野村證券の濱

川さんから、キャッシュフローが上振れている部分についての考え方のお話もありましたけれど

も、この辺は先ほど説明があったので一旦飛ばさせていただきまして、失礼します。 
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それ以外にもアメリカのコストダウンの余地についてのお話もご質問としていただいておりました

が、これもご説明があったかなと思います。それ以外につきましていろいろいただいていますが、

この辺は後ほどコーポレートコミュニケーション部から回答させていただきます。ちょうど 11 時

になりましたので、一旦ここで説明会は終了させていただきます。本日はお忙しい中、弊社の決算

説明会にご参加いただきまして誠にありがとうございました。 

 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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